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多機能型交流施設

ポロシリ生活館が落成！



新冠の新たな歴史文化の拠点施設
『ポロシリ生活館』 が完成

　国の「アイヌ政策推進交付金」を活用し、令和２

年度から地域住民の交流活動および地域の歴史文化

を伝承する目的で整備を進めていた多機能型交流施

設「ポロシリ生活館」（判官館森林公園内）が完成し、

９月１日に落成式が挙行されました。

　今後の施設の利用については、９月 18日（日）に

新冠アイヌ協会主催の「イチャルパ供養祭」が開催

されるほか、同月 20日（火）からは地域交流活動や

学習活動の場所として供用を開始する予定です。

●問い合わせ先

　町民生活課社会係　☎ 0146・47・2112

【デザインコンセプト】

　アイヌ伝統民家「チセ」をモチーフとし、

儀礼（イチャルパ供養祭）の行われる囲炉

裏の間を、神聖で象徴的な場ととらえ計画

を行いました。

　勾配が 42 度ほどである大屋根は、象徴的

なスカイラインを造り、外部を取り囲む雁
が ん

木
き

部分の緩勾配屋根に連続します。

　外壁は、チセの外壁にみられる水平ライ

ンをイメージしています。

　深い庇
ひ さ し

を持つ雁
が ん き

木に囲ま

れた囲炉裏の間は、乳白色

のガラスで覆われ、柔らか

い光に満ちた神聖な場とな

ります。

　【囲炉裏の間】

アイヌ民族の伝統的な儀式であるイチャルパ

供養祭を執り行う部屋となります。

※令和４年９月 18 日（日）にイチャルパ供養

　祭を予定。

ポロシリ生活館施設概要

【展示コーナー】

アイヌ民族の衣類や儀式に使う道具

などを展示しています。アイヌ文化

独特の技工や文様にご注目してくだ

さい。

【交流ホール （披露の間）】

アイヌ古式舞踊（アイヌ民族により伝承されて

きた歌と踊り）の練習・披露および歴史文化や

判官館に関する学習などのために利用する部屋

となります。

【事業概要】
○事業名　　　　新冠町アイヌ政策推進事業

　　　　　　　　（アイヌ政策推進交付金）

○構造・規模　　木造平屋建て

○延べ床面積　　478.92 ㎡

○事業期間　　　令和２年度～令和４年度

○事業費　　　　295,475,240 円

　【事業費内訳】

　・工事請負費　　267,923,700 円

　・役務費　　 　　　　55,000 円

　・委託料　　　　 17,845,300 円

　・備品購入費　　　9,651,240 円

　【財源内訳】

　・アイヌ政策推進交付金　　236,021,000 円

　・多機能型交流施設建設事業債（町債）

　　　　　　　　　　　　　　 54,200,000 円

　・一般財源（町費）　　　　　 5,254,240 円

　【作業室】

アイヌ文様の刺しゅうやアイヌ祭具の一つで

あるイナウなどを作成するために利用する部

屋となります。

【祭壇スペース （屋外）】

イチャルパ供養祭などの際、イナウ（木

幣）やトノト（酒）を自然界の神々に

捧げるとともに、沢山の果物やさまざ

まな料理、お菓子などの供物を祖先が

食べやすいよう細かくして捧げる場所

となります。
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▲明治 29 年（1896 年）

　滑若（現泉）に住む「古川アシンノ

カル」が、私費を投じてアイヌ子弟の

ための学校を建てる。この建物は、後

に北海道へ献納され、北海道庁立のア

イヌ学校へと利用される。

寛文　９年　　シャクシャインの戦いが起こる。シャクシャイ

（１６６９）　　ンは松前藩によるだまし討ちにあい、最期を迎

　　　　　　　えた地がピポク（判官館）という記録がある。

文化　４年　　新冠川、厚別川沿いにコタン（集落）があり、この

（１８０７）　　頃のアイヌ民族は339人との記録がある。

弘化　２年　　幕末の探検家である松浦武四郎が新冠のアイヌ

（１８４５）　　人家について調査する。

明治　５年　　この頃の新冠のアイヌ民族は、117 戸 535 人と

（１８７２）　　の記録がある。

明治２１年　　御料牧場が新冠川沿いの姉去（現大富）に土地

（１８８８）　　を求め、アイヌ民族に貸付して牧場の仕事に従

　　　　　　　事させる。

明治３２年　　この頃のアイヌ民族は、御料牧場の農夫や牧夫と

（１８９９）　　して従事するほか、漁業にも出稼ぎに行っていた。

明治４３年　　北海道庁立のアイヌ学校が東川に開設され、こ

（１９１０）　　の学校が後に東川小学校へとつながる。

大正　５年　　御料牧場の経営により、姉去（現大富）のアイ

（１９１６）　　ヌ民族が、平取の上貫気別に強制移住させられ

　　　　　　　る。これ以降、御料牧場の解放を求める動きが

　　　　　　　目立つようになる。

昭和２１年　　静内において全道アイヌ大会が開催され、北海

（１９４６）　　道アイヌ協会が設立、同時に新冠支部も置かれ

　　　　　　　る。宮内省などに対し、御料牧場の解放を求め

　　　　　　　陳情を行う。

昭和２２年　　御料牧場解放運動により、アイヌ民族は大富、

（１９４７）　　万世、明和地区などに入植する。

昭和３６年　　北海道アイヌ協会新冠支部が北海道ウタリ協会

（１９６１）　　新冠支部に改称する。

平成　元年　　北海道ウタリ協会新冠支部内に、新冠民族文化

（１９８９）　　保存会が設立される。

平成　６年　　新冠のアイヌ古式舞踊が国の重要無形文化財と

（１９９４）　　なり、民族文化保存会が保存団体として指定さ

　　　　　　　れる。

平成　９年　　国が「アイヌ文化振興法」を制定する。アイヌ

（１９９７）　　文化の振興、伝統に関する普及啓発が法令化。

平成２１年　　アイヌ古式舞踊が世界ユネスコの無形文化遺産

（２００９）　　に登録される。北海道アイヌ協会新冠支部に改

　　　　　　　称する。

平成２６年　　北海道アイヌ協会が公益社団法人化に伴い、任

（２０１４）　　意団体「新冠アイヌ協会」となる。

平成３１年　　国がアイヌ文化振興法に変わり、「アイヌ施策推

（２０１９）　　進法」を制定する。

令和　３年　　東京オリンピック最終日にアイヌ古式舞踊が披

（２０２１）　　露され、新冠からも踊り手が招聘される。

令和　４年　　判官館森林公園に、新冠アイヌ協会、民族文化

（２０２２）　　保存会の活動拠点となる「ポロシリ生活館」が

　　　　　　　完成し、落成式が挙行される。

新冠とアイヌの歴史
history

写真で見る町のアイヌ史

▲平成26年（2014年）

　アイヌ民族文化祭がレ・コード館で

開かれ、多くの人達がアイヌ文化に触

れる。

▲昭和58年（1983年）

　墓地改葬事業がはじまる。納骨堂が

完成し、第 1回イチャルパが開かれる。

改葬事業は昭和 62 年まで続き、854

体が納骨される。

●問い合わせ先
　新冠町役場町民生活課住民係　☎ 0146・47・2112
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

８
月
10
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
養
成

講
座
」
が
開
か
れ
、
静
内
高
校
の

生
徒
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ツ
ア
ー
や
舞
台
の
設
営
と
照
明

体
験
を
通
し
て
、
ホ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
必
要
と
な
る
基

礎
知
識
や
技
術
の
習
得
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
復
習
を
兼
ね

た
「
認
定
試
験
」
を
行
い
、
参

加
者
全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

レ
・
コ
ー
ド
館
ス
タ
ッ
フ
に
な
ろ
う

養
成
講
座
で
舞
台
技
術
学
ぶ

　

８
月
６
日
、「
ろ
う
そ
く
出
せ
！

２
０
２
２
」
が
レ
・
コ
ー
ド
館
前

を
発
着
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
頃
見
る
こ
と
の

少
な
く
な
っ
た
北
海
道
の
伝
統

行
事
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
平
成
26
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
も
町
商
工
会
青
年
部
か
ら
の

呼
び
か
け
で
26
の
事
業
所
か
ら

お
菓
子
が
用
意
さ
れ
、
参
加
し

た
１
３
５
名
全
員
が
袋
一
杯
の

お
菓
子
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

は
や
し
歌
で
町
内
を
練
り
歩
き

ろ
う
そ
く
出
せ
！
２
０
２
２

　

８
月
13
日
、
新
冠
町
青
年
団
体
連
絡
会

議
主
催
に
よ
る
「
に
い
か
っ
ぷ
ふ
る
さ
と

盆
踊
り
２
０
２
２
」
が
役
場
前
駐
車
場
で

行
わ
れ
、
約
３
０
０
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
中
止
と
し
ま

し
た
が
、
こ
の
日
は
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も
た

ち
が
大
勢
訪
れ
、
子
ど
も
向
け
の
露
店
、
動

物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
ポ
ニ
ー
サ
イ
ク
ル

や
お
菓
子
ま
き
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
音
頭
や
北
海
盆
唄
が
流

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
や
ぐ
ら
を
囲
み
心

ゆ
く
ま
で
踊
り
、
新
冠
の
短
い
夏
の
一
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

盆
踊
り
や
子
ど
も
向
け
露
店
な
ど

多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
う

　

９
月
１
日
、
「
ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
落
成

式
」
が
挙
行
さ
れ
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会

の
大
川
勝
理
事
長
、
新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
の

芦
澤
俊
一
副
会
長
ら
関
係
者
約
30
名
が
出

席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
鳴
海
町
長
が
「
今
後
も
ア

イ
ヌ
文
化
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
や
保

存
・
伝
承
の
推
進
、
町
民
の
生
活
文
化
の

向
上
や
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
式
辞
述
べ
ま
し
た
。

　

新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
の
芦
澤
副
会
長
は

「
協
会
の
長
年
の
夢
が
叶
い
と
て
も
嬉
し

い
。
今
後
も
歴
史
文
化
の
伝
承
活
動
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
生

活
館
建
設
の
事

業
報
告
が
行
わ

れ
た
後
、
建
設
に

携
わ
っ
た
業
者

に
対
し
、
鳴
海
町

長
か
ら
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

歴
史
文
化
の
拠
点
施
設

ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
落
成

　

８
月
２
日
、
砂
川
市
で
開
か
れ

た
「
全
道
民
謡
決
勝
大
会
」
に
出

場
し
た
、
新
冠
中
学
校
３
年
澁
谷

菜
帆
さ
ん
と
新
冠
小
学
校
４
年

関
根
芙
季
さ
ん
が
鳴
海
町
長
に

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
地
区
代
表
と
し
て
同

大
会
に
出
場
し
た
２
人
は
、
澁

谷
さ
ん
は
「
幼
年
・
少
年
少
女

江
差
追
分
の
部
」
で
準
優
勝
、

関
根
さ
ん
は
「
幼
年
の
部
」
で

４
位
入
賞
を
果
た
し
、
全
道
大

会
の
大
舞
台
で
健
闘
し
ま
し
た
。

澁
谷
菜
帆
さ
ん
と

関
根
芙
季
さ
ん
が

全
道
民
謡
大
会
で

大
健
闘　

町
長
に

報
告

　

８
月
６
日
、
ゆ
ー
あ
い
天
馬
で

１
０
０
歳
を
迎
え
た
松
井
冨
士

子
さ
ん
に
対
し
、
町
か
ら
こ
れ
ま

で
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
長

寿
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

贈
呈
式
は
行
わ
ず
、
施
設
職
員

よ
り
、
家
族
な
ど
か
ら
届
い
た

お
祝
い
の
花
束
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
が
手
渡
さ
れ
、
長
寿
を

祝
う
と
共
に
、
末
永
い
健
康
を
願

い
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

　

７
月
20
日
～
８
月
21
日
ま
で

の
間
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
は
、

収
蔵
枚
数
１
０
０
万
枚
の
レ

コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
「
見
せ

る
」
か
ら
「
魅
せ
る
」
取
り
組

み
と
し
て
「
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
展
で
は
、
１
９
７
０
年

代
～
８
０
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲
の

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
新
冠

町
の
当
時
の
懐
か
し
い
行
事
や

風
景
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
展

レ
コ
ー
ド
と
振
り
返
る　

新
冠
写
真
展

　

８
月
11
日
・
12
日
の
２
日

間
、
図
書
プ
ラ
ザ
で
、
２
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
こ
ど
も

一
日
司
書
体
験
」
が
行
わ
れ
、

町
内
の
小
学
４
・
５
年
生
の
児

童
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
図
書
の
貸
出
、
返
却
業
務

や
知
り
た
い
情
報
が
載
っ
て

い
る
本
を
探
す
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
業
務
な
ど
を
体
験
し
、
丁

寧
な
接
客
で
利
用
者
に
返
却

日
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
の
役
割
や
司
書
の
仕
事
学
ぶ

こ
ど
も
一
日
司
書
体
験

　

８
月
20
日
、レ
・
コ
ー
ド
館
で
「
ス

ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
２
０
２
２
」
が

開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０

名
の
観
客
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
子
ど
も
た
ち

の
出
演
機
会
の
確
保
を
目
的
に
開

催
し
、「
Ｓ
ｎ
ｏ
ｗ　

Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ-

Ｓ
」

「
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
」「
レ
・

コ
ー
ド
館
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
＆
ブ
ル
ー
ホ
ー
ス
」
の
３
組
が

出
演
し
、
ダ
ン
ス
、
演
奏
で
ス
テ
ー

ジ
を
盛
り
上
げ
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

華
麗
な

ダ
ン
ス
、
迫
力
の
あ
る

演
奏
な
ど

ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
２
０
２
２

　

８
月
25
日
、
役
場
会
議
室
で

町
と
ひ
だ
か
ト
ヨ
タ
自
動
車
販

売
合
同
会
社
（
大
山
琢
磨
代
表
）

が
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
者
が
防
災
・

災
害
に
お
け
る
協
力
、
交
通
や

福
祉
に
お
け
る
安
心
安
全
に
関

す
る
事
項
お
よ
び
地
域
の
活
性

化
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
相
互

に
連
携
協
力
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
だ
か
ト
ヨ
タ
自
動
車

災
害
時
に
給
電
車
両
で
支
援
な
ど

P6  広報にいかっぷ　2022.9 広報にいかっぷ　2022.9 P5



O A・文具
リバティーはしもと

　
　
　

　

９
月
３
日
（
土
）
か
ら
10
月

31
日
（
月
）
ま
で
は
「
秋
の
ヒ

グ
マ
注
意
特
別
期
間
」
で
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
の

多
く
は
、
山
菜
採
り
な
ど
で
野

山
に
入
っ
た
際
の
突
発
的
な
遭

遇
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
未

然
に
防
ぎ
、
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め

に
、
野
山
に
入
る
と
き
に
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
こ
と
が
一
番

①
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く

　

山
に
ひ
と
り
で
入
ら
な
い
、

し
ゃ
べ
り
な
が
ら
歩
く
、
鈴
を

つ
け
る
、
手
を
た
た
く
。
ヒ
グ

マ
の
耳
や
鼻
は
人
よ
り
も
は
る

か
に
よ
い
の
で
、
先
に
気
が
付

い
て
避
け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

②
う
す
暗
い
と
き
は
山
に
入
ら
な
い

　

人
も
ヒ
グ
マ
も
ま
わ
り
の
様

子
が
見
え
に
く
く
、
ば
っ
た
り

と
出
会
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

③
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
た
ら

　

す
ぐ
に
引
き
返
す

　

少
し
で
も
ヒ
グ
マ
の
気
配
を

感
じ
た
ら
、
い
つ
で
も
引
き
返

す
勇
気
が
必
要
で
す
。

☆
ゴ
ミ
は
ヒ
グ
マ
を
呼
び
寄
せ
る

①
ぜ
っ
た
い
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

ゴ
ミ
は
全
て
持
ち
帰
る

　

残
飯
、
生
ゴ
ミ
な
ど
は
ヒ
グ
マ

に
と
っ
て
ご
ち
そ
う
で
す
。
た

と
え
、
土
に
埋
め
て
も
す
る
ど

い
鼻
で
す
ぐ
に
か
ぎ
つ
け
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
味
を
覚
え
る
と
そ
れ

を
目
当
て
に
く
り
返
し
出
て
く

る
の
で
、
後
か
ら
そ
の
場
所
に

来
る
人
を
危
険
に
お
と
し
い
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

②
動
物
の
死
体
を
見
た
ら
離
れ
る

　

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
死
体
を
見

つ
け
た
ら
、
近
よ
ら
ず
に
そ
の

場
所
を
は
な
れ
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
グ
マ
は
動
物
の
死
体
を
食
べ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
近
く
に

ヒ
グ
マ
が
か
く
れ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
振
興
局
保
健
環
境
部

環
境
生
活
課
自
然
環
境
係

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
２
５
４

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
令
和

５
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
消
費

税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
で
、

買
手
は
消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除

の
た
め
に
、
原
則
と
し
て
、
売
手

が
交
付
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す

る
場
合
は
、
登
録
番
号
の
記
載
が

必
要
で
あ
り
、
登
録
番
号
を
取
得

す
る
た
め
に
は
登
録
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。

○
登
録
申
請
手
続

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
令

和
５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受

け
る
に
は
、
原
則
、
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
期
限
間
近
に
は
申
請
が
集
中

し
、
処
理
に
一
定
の
時
間
を
要
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
予

定
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
方
は
早

期
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
説
明
会
・
登
録
申
請
相
談
会

　

税
務
署
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
を
説
明
す
る
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
説
明
会
」
や
登
録
申
請

を
希
望
さ
れ
る
方
へ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
登
録
申
請
手

続
を
説
明
す
る
「
登
録
申
請
相
談

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
札
幌
国
税

局
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
」
で
は
、
令
和
５
年
度
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

障
が
い
の
あ
る
求
職
者

○
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
機

械
科
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
科
・
総
合
実
務
科

○
願
書
受
付
期
間

　

10
月
３
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

○
選
考
試
験
日　

11
月
７
日
（
月
）

○
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

○
試
験
内
容

　

国
語
、
数
学
、
面
接

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
・
５
２
・
２
７
７
４

　

こ
の
度
、
北
電
設
備
で
あ
る

岩
清
水
発
電
所
下
流
警
報
装
置

の
う
ち
、
新
冠
町
内
各
地
に
設

置
し
て
お
り
ま
す
電
光
表
示
盤

に
つ
い
て
撤
去
を
行
い
ま
す
。

撤
去
作
業
に
伴
い
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
撤
去
作
業
開
始
予
定

　

令
和
４
年
10
月
18
日
よ
り

○
概
要　

今
ま
で
は
、
ス
ピ
ー

カ
ー
お
よ
び
電
光
表
示
盤
に
よ

り
河
川
増
水
を
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
設

備
更
新
に
伴
い
電
光
表
示
盤
を

撤
去
致
し
ま
す
。
な
お
、
河
川

増
水
時
の
警
告
は
引
き
続
き
、

ス
ピ
ー
カ
ー
で
行
い
ま
す
。

○
撤
去
設
備

・
泉
電
光
表
示
盤
設
置
場
所

　

字
新
栄
１
５
９
番
地
の
３
地
先

・
大
富
頭
首
工
電
光
盤
設
置
場
所

　

字
大
富
１
６
５
番
地
の
２
地
先

・
朝
日
電
光
盤
設
置
場
所

　

字
大
富
２
３
７
番
地
地
先

・
新
冠
電
光
表
示
盤
設
置
場
所

　

字
北
星
町
21
番
地
の
２
地
先

●
お
問
い
合
わ
せ
先

ほ
く
で
ん
静
内
水
力
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
１
２
４
９

セ
ン
タ
ー
開
設
日

９
月-

12
日
（
月
）・
14
日
（
水
）

　
　
　

21
日
（
水
）・
26
日
（
月
）

　
　
　

28
日
（
水
）

10
月-

３
日
（
月
）・
５
日
（
水
）

　
　
　

12
日
（
水
）・
17
日
（
月
）

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

ヒ
グ
マ
に
注
意
特
別
期
間

「
ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
！
」

一緒に働こう！

札幌地本
ＰＲキャラクター
モコちゃん

お問い合わせは
札幌地方協力本部
静内分駐所
（０１４６）４４－２８５５

広告主募集中！
　１カ月あたりの広告料は、

ホームページが10,200円、広報

誌は3,000円となっております。

　詳しくは、役場企画課まで。

仕事・借金・法律・介護・福祉・暮らし・年金・子育て

0120-783-000
フリーダイヤル無料

な や み ゼ ロ

毎週月・水・金曜日１０時から１６時まで受付（祝日除く）

北海道ライフサポートセンター

日胆サテライト
TEL.0143-46-7830
室蘭市東町３丁目２６番１７号
第２山本ビル３F

暮らし なんでも相談室なんでも相談室

0120-783-000
フリーダイヤル無料

な や み ゼ ロ

暮らし なんでも相談室なんでも相談室

毎週月・水・金曜日１０時から１６時まで受付（祝日除く）

仕事・借金・法律・介護・福祉
暮らし・年金・子育て

一人で悩
まず、

まずはお
電話を！

北海道ライフサポートセンター

日胆サテライト
TEL.0143-46-7830
室蘭市東町３丁目２６番１７号
第２山本ビル３F

登別広報　１枠 　天地 55mm　左右 88mm

広報むろらん　１枠 　天地 40mm　左右 85mm

 
 

日高中部通年雇用促進協議会
新ひだか町まちづくり推進課内・新冠町企画課内 

お問い合わせ 
☎０１４６－４９－０２９３（直通） 

求人情報、会社紹介
通年雇用の求人に 
社屋、仕事風景、職場の雰囲気が伝わる写真も

載せて、会社をアピールしてみませんか。 

作成のお手伝いも 
いたします！ ＼掲載無料／ ４

㎝
 

５.５㎝ 

広報「にいかっぷ」用 

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
の
訓
練
生
募
集

札幌国税局ＨＰ

岩
清
水
発
電
所
下
流
警
報
装
置

に
お
け
る
電
光
表
示
盤
撤
去

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全
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役場からのお知らせ
－ Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

９
月

12日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

15日（木） 13：00～16：30 ５歳児相談 レ・コード館

27日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳 6ヶ月・3歳児健康診査

１０
月

４日（火） 10：30～12：00 離乳食教室 東町生活館

12日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座 東町生活館

13日（木） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

15日（土）
16日（日）
17日（月）

受付時間

　６：30 ～

・特定健診、若年健診

・胃、肺、大腸、前立腺がん検診

・肝炎ｳｲﾙｽ、ｴｷﾉｺｯｸｽ症検査

・風しん抗体価検査

東町生活館

25日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳 6ヶ月・3歳児健康診査

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆谷崎　留加 （古布５袋）

☆藤原　まさ子 （古布１袋）

☆ボランティアグループあゆみ （カット布８束）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布２袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆水上　ますみ （30,000円）

☆南　結子 （30,000円）

☆匿　名 （50,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆中地　広大 （古布１袋）

☆匿　名 （古布１袋）

古布の寄贈のお願い

　古着や古シーツなど、使用しなくなっ

たものがありましたら、直接、老人ホー

ム恵寿荘・町社会福祉協議会にご持参

ください。

★チャイルドランド★
・期　日　① ９月29日（木）10時～11時30分

　　　　　②10月20日（木）10時～11時30分

・内　容　①『びっくり箱の読み聞かせ』

　　　　　②『楽しいサーキット』

・申し込み期間

　　　　　① ９月 27 日（火）まで

　　　　　② 10 月 18 日（火）まで

・定　員　①５～６組（０歳～就学前）

　　　　　② ８組（０歳～就学前）

★おしゃべりルーム★
・期　日　　10月６日（木）10時～ 11時 30分

・内　容　　『秋の散歩』

・申し込み期間

　　　　　　10 月４日（火）まで

・定　員　　10組（０歳～就学前）

※新型コロナウイルス感染症の状況により人数

制限及び延期または中止する場合があります。

●問い合わせ先：子育て支援センター

　　　　　　　　☎ 0146・47・4525

　この交付金は、発電用施設の周辺地域における公

共施設の整備の促進により、交付される交付金です。

　令和４年度の交付金額は 22,499,000 円で、新冠町

立国民健康保険診療所の看護師などの人件費に活用

されます。

●問い合わせ先：国保診療所　☎ 0146・47・2411

電源立地地域対策交付金事業

安心して働ける明日へ。
　総務省統計局（新冠町）では、10 月１日現在で就

業構造基本調査を実施します。

　この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らか

にすることを目的としており、国が行う調査の中で

も特に重要なものとされる「基幹統計調査」です。

　９月下旬から、調査員が調査をお願いする世帯（町

内の一部の地区）に伺いますので、調査の趣旨をご

理解いただき、ご回答をお願いいたします。

●問い合わせ先:企画課まちづくりグループ広報統計係

　　　　　　　　　                   ☎ 0146・47・2498

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延期す

る場合があります。事業の詳細は、対象者への個別案内や

町政事務委託文書などでお知らせします。
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今月の一冊

新着ガイド
疲れないパソコン仕事大全	 大林	ひろこ

裏切り者は顔に出る	 清水	建二

中学生から知りたいウクライナのこと	 小山	哲

お薬事典　2023年版	 郷	龍一

メタバース見るだけノート	 岡嶋	裕史

あっちこっち食器棚めぐり			 伊藤	まさこ

発酵美人になりませう。	 真藤	舞衣子

45歳からの定番おしゃれレッスン	 堀川	波

もっと知りたいアイヌの美術	 山崎	幸治

推し活英語	 劇団雌猫

シャルロットのアルバイト	 近藤	史恵

看守の信念	 城山	真一

副音声	 大林	利江子

さよならの向う側	 清水	晴木

ほたる茶屋	 藤原	緋沙子

アニマル号（移動図書館車）運行日程

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

11：00～ 11：15 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

11：00～ 11：15 おうるの郷

12：15～ 12：30 子ども発達支援センター

９月 15 日

16 日

22 日

28 日

10 月６日

７日

13 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
９月24日（土）13：30～定例読み聞かせ

９月 28日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中止と

なる場合があります。中止となった場合は、図書プ

ラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温などの感

染予防対策にご協力ください。

☆寄贈図書受入のお知らせ
　図書プラザでは、ご家庭で読まれなくなった図書

を随時寄贈受入しています。

　「もう読まないけど、ゴミにするのはもったいな

い。」「この本を他の人にも読んでもらいたい。」と

いった図書がお手元にありましたら、ぜひ図書プラ

ザへお持ちください。ただし、百科事典や参考書な

どはお受けできません。

　寄贈図書は図書プラザの蔵書にするほか、毎年

10 月下旬～ 11 月に行う読書週間事業のリサイクル

市で次の読み手へお渡しするなどの活用をさせてい

ただきます。

※寄贈図書の活用方法は図書プラザに一任していた

だき、寄贈後の返却はできません。

※新型コロナウイルス感染症の状況により運行が

中止となる場合があります。

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

図書プラザＨＰ

　

「
社
日
」
は
、
五
穀
豊
穣
や
収
穫
へ
の
感
謝
、

地
域
の
鎮
守
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
石
碑
で
、

碑
の
形
は
町
内
に
お
い
て
は
二
種
類
あ
り
、「
五

角
柱
」
と
「
板
状
」
が
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
、

馬
頭
観
音
碑
と
並
ん
で
数
が
多
い
種
類
の
石
碑

と
な
り
ま
す
。

　

明
和
に
あ
る
社
日
は
五
角
柱
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
面
に
神
様
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
、
こ
の
石
碑
に
神
様
に
ま
つ
る
た
め
の
「
綱
」

を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
23

　

『
社　

日
（
明
和
地
区
）
』

○
社

　
日
（
し
ゃ
に
ち
）

　
建
立
年
月

　
　
昭
和
53
年
９
月

　
所
在
地

　
　
　
明
和
生
活
セ
ン
タ
ー
付
近

　
高
さ

　
　
　
　
１
・
４
ｍ

私の将来の夢は、

女優です。理由は

小さい頃からドラ

マが好きでたくさ

ん観ていたからで

す。

榊　結陽

私の将来の夢は、

鳥や動物が好きな

ので、それに関わ

る仕事がしたいで

す。

関根　咲歩

私の将来の夢は、

かくとう家を応援

できる、かくとう

ぎけいの仕事につ

きたいです。

後藤　梨花

私のやりたいこと

は、ダンスをしっ

かり覚えて、上手

にできるように努

力してがんばりた

いです。

菅原　リナ

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢

ぼくのやりたいこ

とは、ユーチュー

バーになりたいで

す。

鹿戸　一希

< きのとや >の挑戦
長沼 昭夫著／亜璃西社

　新冠町にもゆかりのある、洋

菓子メーカー「きのとや」。

　35 歳で「きのとや」を創業し

た著者が、憧れの牧場経営、夢

破れての転身、起業、「札幌農

学校」の大ヒットなど、自社と

自らの歩みを振り返る。
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有効な１１９番通報するための３つのポイント
①固定電話（ＩＰ電話含む）から優先に通報してください。

　～携帯電話は静内or富川消防署へ接続後、新冠消防へ繋がります

②消防車や救急車が向かう住所・氏名を慌てずに落ち着いて答えてください。

③通報が終わっても消防からかけなおす場合があるので、消防隊や救急隊が到

着するまでは他の電話は控えてください。　　　　　　　　　消防署新冠支署
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冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
４
年
９
月
９
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新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

 

第
四
十
九
話

 

「
ア
イ
ヌ
の
祭
り
と
踊
り
（
語
り
）
」

（
要
約
文
）

　

カ
パ
ラ
ミ
プ
と
い
う
ア
イ
ヌ
の
き
れ
い
な
着

物
は
、
祝
い
の
時
や
踊
り
を
す
る
時
に
着
る
。

踊
る
時
の
歌
は
「
ハ
ー
ホ
ー
ウ
ン
ト
リ　

ウ
ン

チ
カ
プ　

ポ
ー　

ハ
ー
ウ
ン
ト
リ　

ウ
ン
チ
カ

プ　

ポ
ー
ホ
イ
ホ
イ　

オ
ホ
イ　

ホ
イ
ホ
イ
」

と
い
う
よ
う
に
歌
っ
た
。
鳥
の
声
を
真
似
し
て

つ
く
っ
た
歌
だ
。

　

祝
い
の
時
で
神
様
に
お
酒
を
あ
げ
る
時
は

「
ニ
カ
プ
ン
ペ
」
や
「
カ
ム
イ
ノ
ミ
チ
タ
ル
ペ
」

と
い
っ
た
ゴ
ザ
を
敷
く
。
ガ
マ
ク
サ
と
い
う
植

物
を
乾
燥
さ
せ
て
、
小
石
を
使
い
な
が
ら
編
み

上
げ
て
い
く
。
色
ん
な
模
様
も
つ
け
て
い
く
け

ど
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
が
、
今
と
な
っ
て

は
珍
し
い
か
も
し
れ
な
い
。「
シ
ン
ト
コ
（
樽
）」

は
蓋
の
部
分
を
叩
い
て
、「
ヘ
ー
ロ
ー　

ヘ
ロ　

ヘ
ー
ロ　

ヘ
ロ　

ツ
ッ
カ
ワ　

カ
ム
イ
ラ
ン　

イ
ワ
ン
テ
ッ
サ
ン　

オ
ー
ラ
ン
ホ
イ　

イ
ー

ワ
ン
テ
ッ
サ
ン　

カ
ム
イ　

ヘ
ル
ネ　

チ
ヌ　

オ
ー
ホ
イ　

ホ
イ
」
と
い
う
よ
う
に
歌
っ
た
。

　

「
イ
ナ
ウ
（
木
弊
）」
は
神
様
の
と
こ
ろ
に
立

て
る
も
の
で
、
男
の
人
が
作
っ
て
祭
壇
に
ま
つ

る
。
女
の
人
は
作
ら
な
い
。
よ
く
ヤ
ナ
ギ
の
木

を
使
っ
て
、
マ
キ
リ
と
い
う
小
刀
で
細
く
削
り

な
が
ら
作
る
。

　

「
イ
オ
マ
ン
テ
」
は
、
十
二
月
に
熊
の
子
を

神
様
の
と
こ
ろ
に
送
る
祭
り
だ
。
ク
マ
の
子
は
、

人
間
の
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。
ア
イ

ヌ
に
育
て
ら
れ
た
か
ら
、
踊
り
を
見
せ
て
あ
げ

れ
ば
、
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
と
言
っ
て
、
ク
マ
は
鼻

を
鳴
ら
し
な
が
ら
手
を
叩
い
て
人
間
み
た
い
に

歩
く
の
。
外
に
あ
る
神
様
の
棚
が
別
に
あ
っ
て
、

そ
の
棚
の
そ
ば
に
長
い
敷
物
を
敷
い
て
そ
の
上

で
踊
っ
て
歩
く
。
み
ん
な
で
、
シ
ン
ト
コ
を
叩

き
な
が
ら
歌
っ
て
踊
る
。
隣
の
集
落
で
ク
マ
送

り
を
す
る
こ
と
を
聞
く
と
、
楽
し
み
な
も
の
だ

か
ら
み
ん
な
で
見
に
行
っ
た
も
の
だ
。

７月 21 日～８月 20 日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

中 村 　 吏
り く

玖 （洋太 志保 ) 西泊津

阿 部 　 夏
か い と

弦 （貴宏 真結 ) 万　世

●おくやみ申し上げます

落合　恭子 　９２歳 東　町

南　　春夫 　９４歳 古　岸

小山内　秀樹 　６３歳 節婦町

☆広報に掲載してほしくない方は届出
のとき、町民生活課住民係へお申し出
ください。
●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
４
年
９
月
号
（
通
巻
670
号
）

人の

うごき

人　口 5,218 人 （前月比 ＋ 8 人）

　男 2,576 人 （前月比 ＋ 9 人）

　女 2,642 人 （前月比 － 1 人）

世 帯 2,779 世帯 （前月比 ＋ 3 世帯）
（８月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 25件 （ 24件）

231件 （205件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（２人）

８人（５人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（０件）

６件（４件）

発生件数

０件（２件）

５件（６件）

区　分

８月

４年１～８月

区　分

８月

４年１～８月

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

今も受け継がれるアイヌ民族伝
統の古式舞踊。「ゴザ」や「樽
の蓋」が見える。

町公式ホームページ 町公式フェイスブック

イナウ


